
投資事業評価調書（継続：再評価〔第６回〕） 

部課室名 企業庁水道課 
記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

水道課長  田口 司  
（計画班長 藤本 好一）

）  

内

線 

75875 
(75891) 

 
事業種目 水道用水供給事業 新規評価年度 －  現計画 前回評価時点 

事業名 

特定広域化施設 
整備事業 

事業採択年度 昭和45(1970)年度 総事業費 1315億円 1249億円 
着工年度 昭和46(1971)年度 内用地補償費 89億円 89億円 
再評価年度 平成11(1999)、16(2004)、 

22(2010)、27(2015) 、令和2
(2020)年度 

完成予定年度 
令和17(2035) 

年度 
令和17(2035) 

年度 

事業区間 

阪神、播磨、丹波、淡路地域の17市5町1企業団 進 捗 率 

(用補進捗率) 
77％ 

(97％) 
79％ 

(97％) 
残事業費 307億円 275億円 

事業の目的 事業内容 （ ）前回評価時点 

本事業は、個々の市町では水源開発が困難なことや重複投資を避けるため、

関係市町からの強い要請を受けて、阪神、播磨地域等の市町水道へ水道用

水を供給するものであり、安定水源が不足する地域への供給、渇水時にお

ける水資源の広域的利用など、安全・安心な水を安定的に供給し、もって

公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与することを目的とする。 

【計画給水量（㎥/日）】480,400(480,400） 
【受水団体】17市5町1企業団(17市5町1企業団） 
【浄水場（箇所）】５(５） 
【管路延長（㎞）】317(317） 
【負担割合】  国1/3、県2/3 

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化 

①人口減少社会の到来や節水意識・機器の普及等により、社会全体で今後の大幅な水需要の増加が見込め
ない状況にあるが、県水の申込水量は、受水団体の水質対応や、工業団地開発、施設更新に合わせた自
己水源から県水への切替等により、増加している。 

②県水の申込水量は、過去５年間で約３．３％増加(令和2(2020)年度：414,530[㎥/日]→令和7(2025)年度：
428,140[㎥/日])しており、水道事業の基盤強化に資する広域連携の促進に、市町とともに取り組む。 
（例）明石市：水質悪化(PFAS検出)による自己水から県水への変換（令和6(2024)年度） 

    小野市：工業団地開発に伴う県水需要増（令和6(2024)年度） 
加西市：他市町からの受水施設更新中止による県水への変換（令和4(2022)年度） 

③多田浄水場及び神出浄水場では平成6年度以降、給水制限を伴う渇水が複数回発生しており、受水団体
から、安定的な水の供給の観点から浄水場間を結ぶ連絡管の整備要望を受けている。 

【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
① 昨今の物価上昇を適切に反映するため、（令和7(2025)年度.3月）に更新された施設更新費用算定の手
引きにより、残事業費用を見直した結果、総事業費を66億円増額する。 

進捗状況 

①全浄水場が供用済み。船津（昭和54(1979)年度）,多田（昭和57(1982)年度）,三田（昭和61(1986)年度）,
神出（昭和62(1987)年度）,中西条（昭和63(1988)年度） 

②平成21(2009)年度の西脇市を最後に、現計画の全受水団体が受水開始済み。 
③整備済み管路延長＝277km（整備率＝87％） 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及

び対応方針 
(R2年度再評価) 

【審査会意見】 
今後大幅な水需要の増加は見込めないものの、受
水団体は質、量的に不安定な自己水源や施設の老
朽化による更新問題を抱えており、今後、県水へ
の切替を予定している所もあることから、水道供
給事業の必要性は依然として高い。 

【対応方針】 
受水団体の自己水源から県水への水源の切替などの
県水の需要に合わせた段階的な施設整備を引き続き
進めるとともに、渇水や事故等にも安定供給するため
に浄水場間を結ぶ連絡管を整備する。 

(１)必要性 ①県水は、各受水団体の将来にわたる水需要に必要な水源として位置づけられ、各地域の発展を支える社
会基盤として重要な施設である。 

②受水団体の中には、質、量的に不安定な水源や施設の老朽化による更新問題を抱えているため、今後、
県水への切替えを予定している所もあり、安全な水を安定的に供給している県水は不可欠な施設である。 

③近年も取水制限を伴う渇水が発生したことから、渇水時にも県水の安定供給を図れるよう、施設整備を進
める必要がある。 

(２)有効性 

  ・効率性 
(執行環境状況） 

①費用便益比 B/C＝31.1（残事業 Ｂ/Ｃ＝2.1） 
②施設整備については、受水団体の水需要（自己水源から県水への切替計画を含む）に合わせて、段階的
な整備を行う。 

(３)環境適合

性 

①ポンプのインバーター制御による効率的な運転や、三田太陽光発電の整備による再生可能エネルギーの
自家消費、神谷ダムでの小水力発電の導入（令和2(2020)年度.4月）などにより使用エネルギーを抑制し、
二酸化炭素の排出抑制に努めている。 

②産業廃棄物である浄水発生土は、天日乾燥等により減量化を行うとともに、浄水発生土緑化材（浄水発
生土を混合した植生基材）として再資源化するなど、有効利用を図っている。 

(４)優先性 ・水道は生活に欠かせないライフラインであり、受水団体の水需要に応え、渇水や事故等にも、より安定
した県水を供給するためには、引き続き事業を実施する必要がある。 

再評価の

結果 

継

続 
左の 
理由 

受水市町において、水質への懸念および施設の老朽化への対応として、県水へ転換する動きが

あり、県水の需要が増加していることから、水道用水供給事業の必要性は依然として高い。 

 

【評価調書様式３】 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第６回〕）

事業名 特定広域化施設整備事業 路線・河川名

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

(S45(1970)

～

R17(2035))

【事業費＝１３１５億円】

17市5町1企業団に１日最大480,400㎥の水道用水を供給す

るための浄水場及び送水管、連絡管等の施設整備。

前回再評価ま

で

(実績)

【事業費＝９７３億円】

5浄水場の建設及び17市5町１企業団への送水管等の整備に

より、給水能力が日量431,370㎥となった。

○神戸市など17市5町1企業団への

給水開始

過去５年間

(R03(2021)

～

R07(2025))

【事業費＝３５億円】

 三田西宮連絡管（三田－丸山）間を供用開始した。また、加

西市の県水増量要望対応のため、加圧ポンプ場を整備した。

○西宮市丸山地区断水リスク低減

〇多田浄水場系送水能力の向上

〇加西市への県水増量対応

今後10年間

(予定)

(R08(2026)

～

R17(2035))

【事業費＝３０７億円】

受水団体の水需要(自己水源から県水への切替計画を含む)を
踏まえて、随時浄水場の能力増強及び送水管等の整備を実施

し、計画給水量480,400㎥/日の安定供給を可能とする。

○受水団体への県水増量対応

○計画給水量480,400㎥/日の安定

的な供給の確保

○多田浄水場、神出浄水場の渇水

時、水源事故時の断水リスク低減
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Hyogo Prefecture

水道用水供給事業（特定広域化施設整備事業）

位置図

総事業費：1315億円
内用地補償費：89億円
事業開始年度：昭和45年度
事業完了年度：令和17年度
計画給水量 480,400m3
費用便益比B/C： 31.1

（残事業） 2.1

申込水量の推移

目 的

①本事業は、個々の市町では水源開発が困難
なことや重複投資を避けるため、関係市町
からの強い要請を受けて、阪神、播磨地域
等の市町水道へ水道用水を供給するもので
あり、安定水源が不足する地域への供給、
渇水時における水資源の広域的利用など、
安全・安心な水を安定的に供給し、もって
公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与す
ることを目的とする。

事業概要

給水対象市町

R02まで
　 R03～R07

R08以降

事業区間凡例
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Hyogo Prefecture

残事業の必要性・優先性

県
水
需
要
の
増
加
に
合
わ
せ
て

段
階
的
に
整
備

出典：ひょうご県営水道ビジョン水道システム概要図

送水管

連絡管

導水路

水処理施設

施設名 目的・整備内容

中西条神出連絡管 神出浄水場の水需要の増加及び渇水時の安定給水に対応する。

船津浄水場
浄水系統3/3系整備

水需要の増加に対応する。

大川瀬導水路整備 水需要の増加に対応する。

淡路送水管整備 未整備区間を整備する。

船津小野送水管
(中西条経由)整備

三田浄水場系の県水需要増加に伴う管路整備
※小野市、西脇市（一部）、加東市（一部）への送水を船津浄水場から船津小野送水管経由に切り替え

加古川市投松送水管整備 未整備区間を整備する。

三田西宮連絡管
（西宮市丸山～西宮市東山台）

多田浄水場の水需要の増加及び渇水時の安定給水に対応する。
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Hyogo Prefecture

県水の今後の需要について
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S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 H24 H27 H30 R3 R6 R9 R12 R15

1日最大申込水量と県内総給水量の推移

申込水量

県内総給水量

実績 推計

県水申込水量
480,400[m3/日]

県内総給水量
約1,719,000[m3/日]

県内
総給水量※1

[S54比]

県水申込
水量※2

[m3/日]

※1 S54 1日最大給水量を1として、比率を各年度ごとに算出。
  令和5年までは実績、令和6年~14年は受水市町の水需要調査を基に推計。
  R15からR17は、R14からR15の人口減少率が継続すると想定。

※2 R６実績(428,140m3/日)～R17の途中年度は直線補間。

出典
申込水量・県内総給水量 S54~R5：水道施設現況調書

  R6~：R4水需要調査 5



Hyogo Prefecture

県水の今後の需要について

令和7年度に廃止する明石川浄水場
画像出典：明石市HP

〇県水転換（増量）事例

受水団体が抱える問題 県水増量理由 実績

水質悪化 水質対応に伴い、自己水源から県水転換 明石市(R6)

工業団地開発 企業誘致による水需要増 小野市(R6)

施設老朽化
(浄水場・受水施設等)

更新中止に伴う他市町や自己水源から
県水転換

加西市(R4)
宝塚市(H29)
西脇市(H30、R1)

ひょうご小野産業団地整備イメージ
画像出典：兵庫県HP

加西市栗田ポンプ場 写真
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Hyogo Prefecture

事業の有効性・効率性 （１）費用対効果

①便益（B）の項目

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

生活用水被害額 給水制限率別の被害原単位（円/人・日）×給水人口（人）×給水制限率別の給水制限日数（日）

業務用水被害額
１日当りの市町内総生産額（円/日）×給水制限率別の影響率（％）÷100

×給水制限率別の給水制限日数（日）

工業用水被害額
用水効果額原単位（円/㎥）×工場用水の不足水量（㎥）
工場用水の不足水量（㎥）＝市町内１日当り工場用水使用水量（㎥/日）

×給水制限率（％）÷100×給水制限率別の給水制限日数（日）

事業 事業名

Ｂ(便益) Ｃ(費用)

Ｂ／Ｃ
便益額 (百万円)

代表的な
効果

総費用 事業費 維持管理費

(百万円) (百万円) (百万円)

水道用水
供給事業

特定広域化
施設整備事業

全
体
事
業
費

①生活用水被害額 46,856,182

給水不足に
伴う被害の
解消

2,453,106 1,919,618 533,488 31.1
②業務用水被害額 29,213,680

③工場用水被害額 210,174

計 76,280,036

残
事
業
費

①生活用水被害額 28,189

給水不足に
伴う被害の
解消

29,368 20,833 8,535 2.1
②業務用水被害額 33,193

③工場用水被害額 366

計 61,748

②費用便益費（B/C）算出根拠
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Hyogo Prefecture

（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

水量の
安定供給

（供給の多系統化によるリスクの回避）
①水質汚染事故対策
②施設（浄水場、管路等）事故対策
③地震・テロ対策

○

中西条神出連絡管、三田西宮連絡管
（他水系から水融通が可能となるため）
大川瀬導水路
（水源の二条化
（武庫川水系・加古川水系））

（災害時に実施する応急給水対策に係る
負担の軽減・解消）

・医療施設・介護施設への影響
○

中西条神出連絡管、三田西宮連絡管
（他水系から水融通が可能となるため）

（中西条神出連絡管）
・神出浄水場系統の受水団体からは、「連絡管により常時給水が可能となるなら、県水への切換を検討した
い。」との要望を受けている。（R6年度運営協議会 R6.8.26）

（船津浄水場 浄水系統3/3系整備）
・受水団体より、自己水源の水質悪化等に伴う県水増量の相談を受けている。
（R6年度運営協議会 R6.8.26,R7.3.11、R4年度運営協議会 R4.8.28）

（三田西宮連絡管）
・多田浄水場系統の受水団体からは、「近年、一庫ダムにおいて渇水による取水制限はほぼ毎年実施されて
おり、三田西宮連絡管を東山台まで整備することにより、渇水対策を早期に実現してほしい。」との要望を
受けている。（R5年度運営協議会 R6.3.6）
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Hyogo Prefecture

事業進捗平面図

工程表

①三田西宮連絡管（三田～丸山）

現況写真

②加西市加圧ポンプ場

：前回計画
：実施・計画

進捗状況

神戸加圧ポンプ場内部

シールドマシン

加西市加圧ポンプ場内部

R02まで
　 R03～R07

R08以降

事業区間凡例

年度 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

船津浄水場 浄水施設3/3系整備

管路施設
供給点施設

三田西宮連絡管整備

中西条神出連絡管整備

大川瀬導水路整備

加古川市投松支線整備

船津小野送水管整備

淡路送水管整備 9
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